
第2回 官民意見交換会 (令和2年10月21日) の概要

「GIGAスクール構想の実現に向けた調達等に関する状況(8月末時点)について(速報値)」において、
事業者の選定（落札）から納品完了までに時間を要しており、年内に納品が完了しない自治体の割
合が全国の過半数以上を占めること等が明らかとなった。

意見交換会における主な発言内容

GIGAスクール構想に関連する事業者に対して、端末を納入する際、各自治体の要望に応じて、

端末の分納等、早期納入に向けた取組の協力を依頼

趣
旨

【OS事業者】
• 納期の要望に応えるべく、関係者と連携し、尽力している。
• 導入後、 「誰でも」 「すぐにでも」活用できるよう、先生方への研修についても積極的に支援していきたい。

【PCメーカ等】
• 端末の安定供給に向けて尽力しており、納期の前倒しに関しても、自治体から依頼があれば可能な限り前向きに対応したい
• 今後、端末の活用促進に向けて、ソフト面でも積極的にサポートしたい。

【販売事業者】

• 端末の早期納品に向けて、自治体やPC メーカ等と連携しつつ進めていきたい。
• 納品の前倒しについては、ネットワーク工事や充電保管庫の設置に関するスケジュールの確認や、配送業者との調整等も必要であ

ることに留意していただきたい。

■ 各自治体に御対応いただきたいこと
 ネットワーク工事、充電保管庫の設置、配送業者の手配等のスケジュールも含めて、早期納品に向けて事業者と調整

■ 各事業者に御対応いただきたいこと
 端末の供給状況等の情報を積極的に発信しつつ、自治体の要請があった場合における前向きな支援

文部科学省としても、ＩＣＴ活用教育アドバイザーの派遣等を通じて、引き続き、整備・活用の支援を行ってまいります。


